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【現状分析】岡山市出石町地域の潜在的な魅
力・可能性が引き出せていないことが課題 

後楽園、岡
山城という
観光地の至
近に位置す
る 

県立・市立
美術館など
アート・文
化地域の至
近にも位置
している 

旭川の水辺
という景観
を有してい
る 

歴史的建造物、
落ち着いた街
並み、カフェ
などの地域資
源が存在して
いる 

これらの魅力の有機
的な連携ができてお
らず、十分に引き出
せていない 

写真出所：おかやま観光コンベンション協会HP 



【活動目的】☆出石町の魅力を女子大生の観
点から再構築し、大人が何度でも訪れたいまち
づくりを目指す 
•ターゲットを大人（大学生～）の女性に絞り、一人でも友人・恋人
とでも訪れたくなるようなまちづくりの仕掛けを実践 
→まちの良さを認知してもらうことで、まちとのつながりをつくり、リピー
ターになってもらう 
 

•出石町の自然や景色、落ち着いたレトロな雰囲気から“温かいまち”
というブランド・イメージの演出が効果的だと感じた ⇒ “大人がホッ
とできる温かいまち” 
→ポテンシャルを持っている出石町界隈に新しい魅力を加えることに
よって、岡山のまちの魅力の底上げを図ることにつながる 



【具体的な活動内容、期待できる効果】 

①歩いて街並みを楽しむ「たまりBAR」「たまり茶屋」を昼～夕刻にかけて開催（２日間） 
・周辺のカフェとコラボ→コンテンツの工夫により、魅力を知ってもらうきっかけとなる（行動） 
・歩いてもらうしくみとして、店頭に飾り付けをしてもらう 

②イベントのPR 
・出石町のロゴを使ったコースターを作成 
・認知されているカフェや古着屋に可能であれば協力してもらいSNSやちらしでPR（認知） 

③岡山芸術祭、ストライプマルシェとのコラボ 
・出石町への動線作り（ミズベリング）→コラボイベントで異なる魅力を演出（関心） 

④店舗運営 
・空き家や空きスペースの活用 
・ワークショップの可能な小物店 
→持続可能な店舗運営で「居場所」を作る（関係構築） 
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【課題】 

・プロモーション戦
略を工夫して、うま
く話題をつくること
ができるか 
 

・店舗運営の現実性、
時間消費の方法 
 

・持続可能なしかけ
作り 

【今までの活動】 
6/11 ストライプ様訪
問・相談 
6/17 後楽園門前まち

復興舎様（以下復興
舎様）と相談 
7/12 岡山河川事務所
様訪問・相談 
7/17 復興舎月例会に
参加・協力のお願い 
8/2 復興舎様と打ち
合わせ（予定） 
8/7 復興舎様理事会
に参加（予定） 



認知⇒つながり⇒リピーター 

店舗でのPR 
（リアル） 

SNSでの情報発信
（ネット） 

たまりBAR、たま
り茶屋 

岡山芸術、マル
シェとのコラボ
（イベント） 

ワークショップが
可能な小物店の経
営・３ヶ月程度
（継続・居場所作
り） 

出石町の魅力
認知と関心の
喚起 

イベント参加
で行動を引き
出し、つなが
りをつくる 

居場所の提供
と接点の実現
でリピート⇒
定着 





【目標】 

 一過性ではない、若い女
性の新しい居場所を出石
につくり、後楽園観光な
ど他の地域資源と接続す
ることで持続可能な（大
人の）賑わいをつくる 


